
３ 資金不足比率の状況

（単位：％）

年度 計画初年度の
前年度

計画初年度
（平成21年度）

平成22年度
（第２年度）

平成23年度
（第３年度）

平成24年度
（第４年度）資金不足比率

実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値

資金不足比率 515•1 540•8 534•3 528•9 441•9 154•9 92•5 `

２ 資金不足額解消の状況

（単位：千円）

年度 計画初年度の
前年度

計画初年度
（平成21年度）

平成22年度
（第２年度）

平成23年度
（第３年度）

平成27年度
（第７年度）区分

当初計画 Ａ 10¶994 9¶261 118¶379 130¶272

解消実績額 Ｂ 6¶793 11¶443 162¶996 `

現在計画 Ｃ ` ` 162¶996 95¶895

Ｂ－Ａ又はＣ－Ａ � 4¶201 2¶182 44¶617 � 34¶377

資金不足額 664¶747 657¶954 646¶511 483¶515 `

備考 「現在計画 Ｃ」とは、現時点での解消見込額のことをいう。

３ 資金不足比率の状況

（単位：％）

年度 計画初年度の
前年度

計画初年度
（平成21年度）

平成22年度
（第２年度）

平成23年度
（第３年度）

平成27年度
（第７年度）資金不足比率

実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値

資金不足比率 1¶879•4 1¶789•4 2¶106•3 1¶815•4 1¶955•2 1¶482•0 1¶430•8 `
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４ その他経営の健全化に必要な事項の措置の状況

・弘前市内の４スキー場のあり方等について、庁内関係課による検討会議で方針を決定。

青森県弘前市 岩木観光施設事業特別会計

経営健全化計画実施状況報告（要旨）

１ 計画と具体的な措置の状況

・料金体系の見直しについては、検討の結果、現状維持。

・入込客数については、豪雪の影響で昨年度を若干下回ったものの、ニーズに合わせた商品及びサービスの充実、底辺拡大イベントの開催を実施した結果、イベント参加者数は増加。

・一般会計からの繰入れについては、計画より増額して実施。（224¶650千円）

・大規模改修については、経費支出の平準化と軽減を図るため、計画的なメンテナンススケジュールを組んで実施。

・指定管理内容の検討については、平成22年度から見直しを実施。
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